
２学期始業式 校長からの話 

みなさん、おはようございます。 夏休みは楽しく過ごせましたか？ 

元気なみなさんに会えてうれしいです。 2学期も元気に過ごしていきましょう。 

 さて、夏休み中に甲子園球場で「全国高等学校野球選手権大会」が行われていたのを知っている人も 

多いのではないでしょうか。 

 今回の高校野球夏の大会は、暑さ対策で、気温の高い日中の試合をやめて、朝と夕方に試合を実施し 

たことでも話題となりました。プロ野球のナイトゲームよりも遅い時間に高校野球が放送されていて、 

これは本当にライブ中継かと疑ってしまったほどです。 

 南北海道代表の「北海高校」と、北北海道代表の「旭川志峯高校」は、残念ながら１回戦で敗れてしまい 

ましたが、北海道の代表らしく、最後まで粘り強く、練習の成果を発揮していたと思います。 

 今日も甲子園球場では、選手たちのハツラツとした動きが、多くの人を沸かせていることでしょう。 

 活躍しているのは、ここにいる皆さんと同じ年代の高校生です。 

野球に限らず、高校生の競技や様々な取り組みが注目されるのはどうしてでしょうか。 

 それは、利害関係がなく、スポーツマンシップを求め、仲間を思いやるチームプレーをし、これからの 

可能性を感じさせる・・・といった点を、多くの人が「素晴らしい」と感じるからなのだと思います。 

 そんな今回の高校野球夏の大会の３回戦、宮城県代表の「仙台育英高校」と沖縄県代表の「沖縄尚学 

高校」 との試合では、延長戦の末に「沖縄尚学」が「仙台育英」を破って、ベスト８に進出しました。 

 この試合で、負けた「仙台育英」の須江監督と「仙台育英」の選手たちが、勝って球場を後にする「沖 

縄尚学」の選手たちを真っすぐに見つめ、「ありがとう」「優勝だよ、優勝！」「がんばれ」などと大きな声 

をかけていました。負けて悔しいはずなのに、対戦相手に感謝や応援の言葉をかける・・・なかなかでき 

ることではありません。 

 野球解説者が、「練習の成果・今持っている力を出し切った結果、負けてしまった。だからこそ、その相 

手を賞賛する。一方で、『次はどうしたら勝てるのか』を考えながら、もう一度やり直す・・・。須江監督ら 

しい。仙台育英らしいですね。」という内容の話をしていました。 

 さて、豊明のみなさんはどうでしょうか。 自分が試合に負けた時のことを想像してみてください。 

負けた悔しさから 「イライラして、人やモノにあたる」 「相手を恨んでにらみつける」 「負けたのを、 

自分ではない仲間のせいにする」・・・・・・。 そんな人はいないでしょうか？  

 今日から長い２学期がスタートしました。 自分だけが良ければいいということではなく、いつも感謝 

を忘れず、自分とみんなのために何ができるのかということを、一人一人が考え、一番良いと思う答え 

を、みんなで導き出していく・・・。 

そんな 豊明高等支援学校の生徒集団であってほしいと願っています。 

改めて、２学期もどうぞよろしくお願いします。 


